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  （百万円未満切捨て）

１．2021年８月期第１四半期の業績（2020年９月１日～2020年11月30日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2021年８月期第１四半期 1,066 53.4 △17 － △35 － △26 － 

2020年８月期第１四半期 695 － 2 － 6 － 3 － 

 

  １株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2021年８月期第１四半期 △1.26 － 

2020年８月期第１四半期 0.15 － 

（注）１．2019年８月期は連結財務諸表を作成していたため、2020年８月期第１四半期対前年同四半期増減率については
記載しておりません。 

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。 
 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2021年８月期第１四半期 2,335 1,178 50.4 

2020年８月期 1,751 644 36.8 
 
（参考）自己資本 2021年８月期第１四半期 1,178 百万円   2020年８月期 644 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2020年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00 

2021年８月期 －        

2021年８月期（予想）   － － － － 

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

２．2021年８月期の配当予測につきましては、現在未定であります。 

 



３．2021年８月期の業績予想（2020年９月１日～2021年８月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 

    百万円   ％ 

通期 
  4,000   15.2 

～ 4,400 ～ 26.7 

（注）2021年８月期の業績予想については、新型コロナウイルス感染拡大による事業環境の変化による影響を鑑み、レン

ジ形式により開示しております。売上高以外の業績予想については、合理的に予測可能となった時点で公表させて

頂きます。 

 

※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 

③  会計上の見積りの変更                    ：無 

④  修正再表示                              ：無 

 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年８月期１Ｑ 21,770,200 株 2020年８月期 21,014,500 株 

②  期末自己株式数 2021年８月期１Ｑ 270 株 2020年８月期 270 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2021年８月期１Ｑ 21,238,449 株 2020年８月期１Ｑ 21,004,730 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると 

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の 

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「（３）業績予想など 

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 全国の農業総産出額は、農家の高齢化等による作付面積の減少等に伴い長期的に減少していましたが、コメ、野

菜等の需要に応じた生産の進展等から2015年以降は３年連続で増加し、2018年は前年に比べ2,184億円減少したも

のの、９兆558億円と引き続き高い水準を維持しております。他方で、2020年2月時点の農業経営体のうち、個人経

営体は103万7千経営体で、2015年に比べ30万3千経営体減少した一方、団体経営体は3万8千経営体で1千経営体増加

しております（出典：農林水産省「生産農業所得統計」）。農業経営体の減少が続く中、法人化や規模拡大の進展

が継続し、農業集約化の動きも加速するものと予想されます。 

 当第１四半期累計期間は、期初において高値圏にあった青果価格が全国的な好天により供給過多となった影響で

最安値水準まで低下する値動きの大きい相場状況であったものの、新型コロナウイルス感染症の長期化による巣ご

もり消費や内食需要の拡大を背景に青果需要は堅調に推移いたしました。 

 このような環境のもと、特に大型生産者との取引拡大を図り、より多くの生活者に「おいしい」をお届けするた

めに、これまで当社が進めてきた農家の直売所事業に加え、スーパー等の通常の青果売場で販売する産直卸事業を

推進いたしました。また、富山中央青果株式会社と連携協力に関する協定書を締結し、新しい農産物流通の創造に

向けた取組を開始いたしました。さらに、東日本旅客鉄道株式会社、株式会社福岡ソノリク及び株式会社社農林漁

業成長産業化支援機構を割当先として約5.6億円の第三者割当増資を行い、同時に東日本旅客鉄道株式会社及び株

式会社福岡ソノリクと業務提携契約も締結するなど、既存の農産物流通プラットフォームの高度化のため、他社と

のアライアンスも積極的に展開いたしました。一方、流通総額のさらなる拡大に備えたシステム開発や産直卸事業

の推進のための人材投資の実施により、販売費及び一般管理費が前年同期比で増加いたしました。 

 このような取組みの結果、当社の重要な経営指標である流通総額は2,974,089千円（前年同四半期比20.5%増）、

2020年11月末日時点でスーパーマーケット等の国内小売店への導入店舗数は1,656店舗（前事業年度末より37店舗

増）、農産物の集荷拠点である集荷場は94拠点（前事業年度末より２拠点増）、登録生産者は9,435名（前事業年

度末より162名増）まで拡大いたしました。当第１四半期累計期間の経営成績は、売上高は1,066,873千円（前年同

四半期比53.4%増）、営業損失は17,924千円（前年同四半期は営業利益2,884千円）、経常損失は35,891千円（前年

同四半期は経常利益6,695千円）、四半期純損失は26,667千円（前年同四半期は四半期純利益3,132千円）となりま

した。 

 また、当社の事業は、単一のセグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。 

 

(2）財政状態の分析 

 当第１四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末と比べ584,105千円増加し、2,335,368千円となりまし

た。 

 流動資産は、前事業年度末と比べ474,784千円増加し、1,885,366千円となりました。これは主に現金及び預金の

増加479,276千円によるものであります。 

 固定資産は、前事業年度末と比べ109,321千円増加し、450,001千円となりました。これは主に無形固定資産の増

加94,190千円、投資その他の資産の増加10,718千円によるものであります。 

 当第１四半期会計期間末における負債は、前事業年度末と比べ50,799千円増加し、1,157,266千円となりまし

た。 

 流動負債は、前事業年度末と比べ61,050千円増加し、1,071,232千円となりました。これは主に買掛金の増加

13,412千円、未払金の増加15,690千円、未払法人税等の減少24,455千円、短期借入金の増加45,200千円、賞与引当

金の増加18,852千円によるものであります。 

 固定負債は、前事業年度末と比べ10,250千円減少し、86,034千円となりました。これは主に長期借入金の減少

9,996千円によるものであります。 

 当第１四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末と比べ533,305千円増加し、1,178,101千円となりまし

た。これは主に新株発行による資本金の増加279,986千円、資本準備金の増加279,986千円によるものであります。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績予想につきましては、2020年10月14日の「2020年８月期決算短信」で公表いたしました業績予想に変更はあ

りません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

  前事業年度 
(2020年８月31日) 

当第１四半期会計期間 
(2020年11月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 614,501 1,093,778 

売掛金 772,820 764,545 

その他 27,895 31,629 

貸倒引当金 △4,636 △4,587 

流動資産合計 1,410,581 1,885,366 

固定資産    

有形固定資産 43,677 48,089 

無形固定資産 143,852 238,042 

投資その他の資産 153,150 163,869 

固定資産合計 340,680 450,001 

資産合計 1,751,262 2,335,368 

負債の部    

流動負債    

買掛金 652,534 665,947 

短期借入金 54,800 100,000 

1年内返済予定の長期借入金 41,384 40,334 

未払金 161,732 177,423 

未払法人税等 28,608 4,153 

賞与引当金 37,763 56,615 

その他 33,358 26,758 

流動負債合計 1,010,182 1,071,232 

固定負債    

長期借入金 86,712 76,716 

その他 9,572 9,318 

固定負債合計 96,284 86,034 

負債合計 1,106,467 1,157,266 

純資産の部    

株主資本    

資本金 214,448 494,435 

資本剰余金 199,448 479,435 

利益剰余金 231,141 204,473 

自己株式 △242 △242 

株主資本合計 644,795 1,178,101 

純資産合計 644,795 1,178,101 

負債純資産合計 1,751,262 2,335,368 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期累計期間 
(自 2019年９月１日 
 至 2019年11月30日) 

 当第１四半期累計期間 
(自 2020年９月１日 

 至 2020年11月30日) 

売上高 695,424 1,066,873 

売上原価 234,401 513,984 

売上総利益 461,023 552,888 

販売費及び一般管理費 458,138 570,812 

営業利益又は営業損失（△） 2,884 △17,924 

営業外収益    

受取賃貸料 687 690 

助成金収入 3,297 - 

その他 469 739 

営業外収益合計 4,455 1,429 

営業外費用    

支払利息 272 297 

賃貸費用 371 369 

株式交付費 － 18,729 

営業外費用合計 644 19,397 

経常利益又は経常損失（△） 6,695 △35,891 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 6,695 △35,891 

法人税、住民税及び事業税 7,175 1,058 

法人税等調整額 △3,612 △10,282 

法人税等合計 3,562 △9,224 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,132 △26,667 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2020年11月４日付で、東日本旅客鉄道株式会社、株式会社福岡ソノリク及び株式会社農林漁業成長産業化 

支援機構から第三者割当増資の払い込みを受けました。この結果、当第１四半期会計期間末において資本金が

279,986千円、資本準備金が279,986円増加し、第1四半期会計期間末において資本金が494,435千円、資本準備金が

479,435千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自 2019年９月１日 至 2019年11月30日） 

 当社は、農家の直売所事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自 2020年９月１日 至 2020年11月30日） 

 当社は、農家の直売所事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（重要な後発事象）

多額の資金の借入 

 当社は、2020年12月22日開催の取締役会おいて、資金の借入を実施することを決議いたしました。 

 （１）資金使途    運転資金 

 （２）借入先     農林中央金庫 

 （３）借入金額    200,000千円 

 （４）借入利率    固定金利 

 （５）借入実行日   2020年１月15日（予定） 

 （６）返済期間    ５年 

 （７）担保の有無   無担保・無保証 
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